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令令和和７７年年度度埼埼玉玉県県高高等等学学校校ＰＰＴＴＡＡ連連合合会会  
高高校校教教育育ととＰＰＴＴＡＡ専専門門委委員員会会研研修修会会  次次  第第  

  
日時 令和７年１１月１０日（月） 

場所 埼玉会館 小ホール○○○○ 

受  付   １２：３０～１３：００ 

【司会・進行】  埼玉県立越谷東高等学校ＰＴＡ会長   長尾 雅彦 

１ 開会のことば（１３：００）  

埼玉県立上尾高等学校ＰＴＡ会長     小野里 瑞枝 

２ 講演会（１３：０５～１４：２０） 

（１）講師紹介  埼玉県立狭山経済高等学校校長       川窪 慶彦 

（２）講  演 

講  師     風景写真家（日本風景写真家協会会員）  佐藤  尚 様 
演  題      『写真で広がる視点、出会いで変わる自分』 

（３）質疑応答      

（４）お礼のことば 埼玉県立狭山経済高等学校校長       川窪 慶彦 

 

休  憩（１４：２０～１４：３０） 

 

３ 開会行事（１４：３０～１４：４０） 

（１）委員長あいさつ 埼玉県立狭山経済高等学校 ＰＴＡ会長代理 高篠 真紀子 

（２）講評者紹介     （司 会） 

（３）発表者・校長の紹介 （司 会） 

 

４ 研究協議（１４：４０～１６：００） 

(１) 実践発表（各校２０分） 

東部支部 埼玉県立越谷南高等学校ＰＴＡ会長        藤田 千鶴子 

      【持続可能なＰＴＡ活動を目指して】 

 

西部支部  埼玉県立坂戸高等学校ＰＴＡ会長       近藤  涼 

【高校教育におけるＰＴＡの役割再考と未来志向の活動へ向けて】 

 

南部支部 埼玉県立上尾高等学校ＰＴＡ会長     小野里 瑞枝 

     【上尾高校におけるＰＴＡ活動】 

 

北部支部 埼玉県立熊谷高等学校ＰＴＡ会長     浅見 禄郎 

     【高校教育とＰＴＡ】 

 

（２）質疑応答  

(３) 講  評 （１６：０５） 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課 主任指導主事   薬師寺 將二 様 

 

 ５ 連絡    埼玉県高等学校ＰＴＡ連合会より     事務局  川田 清隆 

 

６ 閉会のことば（１６：３０） 

埼玉県立上尾高等学校ＰＴＡ会長           小野里 瑞枝 

― 2 ―



令令和和７７年年度度埼埼玉玉県県高高等等学学校校ＰＰＴＴＡＡ連連合合会会  
高高校校教教育育ととＰＰＴＴＡＡ専専門門委委員員会会研研修修会会  次次  第第  

  
日時 令和７年１１月１０日（月） 

場所 埼玉会館 小ホール○○○○ 

受  付   １２：３０～１３：００ 

【司会・進行】  埼玉県立越谷東高等学校ＰＴＡ会長   長尾 雅彦 

１ 開会のことば（１３：００）  

埼玉県立上尾高等学校ＰＴＡ会長     小野里 瑞枝 

２ 講演会（１３：０５～１４：２０） 

（１）講師紹介  埼玉県立狭山経済高等学校校長       川窪 慶彦 

（２）講  演 

講  師     風景写真家（日本風景写真家協会会員）  佐藤  尚 様 
演  題      『写真で広がる視点、出会いで変わる自分』 

（３）質疑応答      

（４）お礼のことば 埼玉県立狭山経済高等学校校長       川窪 慶彦 

 

休  憩（１４：２０～１４：３０） 

 

３ 開会行事（１４：３０～１４：４０） 

（１）委員長あいさつ 埼玉県立狭山経済高等学校 ＰＴＡ会長代理 高篠 真紀子 

（２）講評者紹介     （司 会） 

（３）発表者・校長の紹介 （司 会） 

 

４ 研究協議（１４：４０～１６：００） 

(１) 実践発表（各校２０分） 

東部支部 埼玉県立越谷南高等学校ＰＴＡ会長        藤田 千鶴子 

      【持続可能なＰＴＡ活動を目指して】 

 

西部支部  埼玉県立坂戸高等学校ＰＴＡ会長       近藤  涼 

【高校教育におけるＰＴＡの役割再考と未来志向の活動へ向けて】 

 

南部支部 埼玉県立上尾高等学校ＰＴＡ会長     小野里 瑞枝 

     【上尾高校におけるＰＴＡ活動】 

 

北部支部 埼玉県立熊谷高等学校ＰＴＡ会長     浅見 禄郎 

     【高校教育とＰＴＡ】 

 

（２）質疑応答  

(３) 講  評 （１６：０５） 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課 主任指導主事   薬師寺 將二 様 

 

 ５ 連絡    埼玉県高等学校ＰＴＡ連合会より     事務局  川田 清隆 

 

６ 閉会のことば（１６：３０） 

埼玉県立上尾高等学校ＰＴＡ会長           小野里 瑞枝 

  

 

 

 

 

１ 本校の概要 

 本校は、昭和４９年４月に越谷市内３校目の全日制普通科の共 

学校として開校し、本年度で創立５２年目を迎える県立高等学校 

である。開校２０周年を迎えた平成５年４月に新たに外国語科を 

併設し、県東部地域有数の国際理解教育推進校として外国語科教 

育に注力している。学校規模は、１学年９クラス（うち１クラス 

が外国語科）で、全校生徒数は１０５６名の大規模校で、昨年度 

末に卒業した生徒を加え、これまで計１万５千人を超える卒業生を輩出し、様々な分野で活躍している。 

 開校当初は、学校周辺に建築物は皆無で畑で囲まれた 

陸の孤島のような立地であったが、平成２０年に周辺地 

域の再開発とともにＪＲ越谷レイクタウン駅が開業し、 

駅から徒歩５分圏内という理想的な立地となった。 

更には、国内最大規模のイオンレイクタウンが開業し 

たことによって急激に開発が進み、マンションや新興住 

宅が立ち並ぶなど周辺環境は一気に近代化が図られたこ 

とで、子育て世代の世帯が急増する県内でも類を見ない 

人口増加地域となった。これに伴い、生徒の通学方法や 

通学範囲も大きく変化し、電車利用者が全体の６割を超

え、武蔵野線沿線を中心に県内広範囲から通学するようになった。 

本校は「知・徳・体、文武両道」を校訓に掲げ、開校当初から 

勉学面にも部活動面にも主体的に取り組み、高いレベルでの自己 

実現を目指させる教育活動に取り組んできた。そうした教育方針 

のもと、バドミントン部の全国制覇を筆頭に、運動部・文化部の 

別なく多くの部活動で輝かしい成果を上げるとともに、在校生徒 

のほとんどが３年間部活動に情熱を注ぎながら自己肯定感を高め、 

勉学との両立に励みながら自己実現を果たしている。 

 過去３年間の全国レベルの大会では、全国高等学校総合体育大 

会（インターハイ）に陸上部が、全国高等学校総合文化祭に書道 

部と写真部が、ＮＨＫ杯全国高等学校放送 

コンテストに放送部が出場し、関東レベル 

の大会では、男女ハンドボール部、男子バ 

レーボール部、男子硬式テニス部、吹奏楽 

部、チアダンス部が出場している。更に、 

美術部は、令和６年度県展の絵画部門で高校生作品の最優秀賞である高校生奨励 

賞を受賞し、県庁内の教育委員会室に 1 年間展示された。 

高校教育とＰＴＡ専門委員会 

「持続可能なＰＴＡ活動を目指して」 
埼玉県立越谷南高等学校ＰＴＡ会長 藤田 千鶴子 
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また、本校の最大の特徴といえば、全校生徒の９３％が３年間部活動に取り組んでいるということで

あり、授業を第一に掲げつつ、自らの意志によって可処分時間である隙間時間等を学習活動に充てるな

ど、「自走」による時間の有効活用を実践しながら、放課後の時間はほぼすべての生徒が教室以外の場に

居場所を持ち、それぞれの趣向に合わせて部活動に情熱を注ぐ生徒たちの姿があることが挙げられる。 

 

２ 本校の現状と課題 

 本校の目指す学校像は、「『文武両道』をとおして『知・徳・体』の調和を実現し、目標を高く持って

社会に貢献する人材を育てる学校。」であり、教育活動の柱となるのは、より高いレベルで「文武両道」

を実現することに挑戦させている。そして、目標の実現までのプロセスで経験する様々な学びによって

「知・徳・体」の調和のとれた人格を育むことでもある。 

 また、そうした目指す学校像を実現するための基本方針として、地域や保護者から真に信頼され、求

められる魅力ある学校づくりに取り組んでいる。 

 本校に入学する生徒のほとんどは、入学前から本校が 

「文武両道」を強く推進する校風であることを十分理解 

した上で入学してくる。そのため、運動部か文化部かと 

いう違いはあるものの、部活動そのものに対する肯定感 

は高く、家庭の事情や外部の活動組織に加入している者 

など、ごく一部の生徒を除いては部活動そのものに対し 

て前向きな姿勢を有している。それ故、入学時の部活動 

加入率は、ほぼ 100％に近く、そのうち大多数の生徒が 

3 年間継続して活動に取り組む状況となっている。 

 また、それぞれの部活動では、活動実績のレベルに差はあるものの、多くの生徒たちが日々地道な鍛

錬を積み重ねながら、より高いレベルでの目標の実現を目指して情熱を持って取り組んでおり、生徒た

ちにとって自分の周囲にいる仲間のほとんどが部活動に情熱を注いでいることによって、学校生活の中

で違和感なく部活動に取り組むことができている。本校では、こうして切磋琢磨しながら高みを目指す

仲間たちを「南の風」と呼び、お互いに刺激し合いながら取り組んでいるのが最大の強みとなっている。 

 一方で、ほとんどの生徒が 3 年間活動を続けるため、活動の途中で挫折を味わったり、人間関係に悩

んだりした場合には、教室にも部活動にも居場所を見出すことが難しいいため、どの部活動においても

如何に居心地の良い環境を維持できるのかが大きな課題となっている。このため、生徒たちは常日頃か

ら相互の人間関係に気を配り、協調・協力しながら集団を維持しようとする意識が強いため、力強くリ

ーダーシップを発揮できる生徒が少ないことも課題となっている。 

「文武両道」の「文」の分野では、現役進学率 95.3％、4 年制大学への進学は 88.2％と進学校として

の実績は十分に確保できており、生徒や保護者の満足度は決して低くない。特に、高校 3年間を真面目

に努力することで、指定校をはじめとした学校推薦型の受験方式で進学を目指す生徒が全体の約 40％を

占める。中でも成績の高い生徒ほど学校推薦型の受験方式で合格可能性の高い大学を選ぶ傾向が強く、

より高いレベルの進学先への合格 

を目指して最後まで学習を積み重 

ねて一般受験で勝負する生徒が少 

ないことが課題となっている。 

堅実な高校生活を送り、成績の高い生徒が一般受験を目指すことができれば、もうワンランク上位の

学科 大学 短大 専修・各種 就職・公務員 未定・その他
普通科 8888..99%% 22..00%% 55..99%% 00..33%% 33..00%%

外国語科 8822..44%% 00..00%% 00..00%% 00..00%% 1177..66%%

全体 8888..22%% 11..88%% 55..33%% 00..33%% 44..44%%
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進学実績が残せる可能性がありながらも、生徒・保護者ともに安定志向は高く、学校推薦型を希望する

生徒たちが多い。 

こうした実情は盛んな部活動とも密接な関係があり、 

時間を有効活用しながら文武両道に励みながらも、多 

くの生徒は生活の軸足を部活動に傾けており、3 年間 

部活動に情熱を注いだからこそ、引退後のわずかな期 

間で一般受験を目指してリスクを抱えるより、3 年間 

積み重ねた実績と信頼を有効に活用して進路実現に活 

かすという思考から来るものでもある。 

進路実績の観点からは、部活動引退後に思考を切り替え、部活動に情熱を注いだエネルギーを一般受

験に向けて学習活動に取り組むことによって、更に高いレベルの自己実現を果たせる可能性がありなが

らも、リスクの少ない確実な自己実現を目指す傾向が強いことから中堅上位の大学への進学がボリュー

ムゾーンとなっており、今後は部活動と同じように高い目標に向かって挑戦し、一歩先のキャリアを手

にすることを目指す生徒を育成することが学校としての課題となっている。 
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４ 教育活動とＰＴＡの連携に関する具体的な活動 

（１） 学校行事における保護者対応 

本校では年間を通じて多数の学校行事に取り組んでいるが、このうち体育祭及び文化祭におい 

  ては生徒の活躍する姿を御覧いただきたいとの趣旨から、積極的に保護者の観覧を推進している。 

  保護者の来校に当たり、資料の配布や当日の案内、来校者数の確認などの観点から、教職員との連 

携のもと、生活委員会が保護者受付を担い、来校した保護者が円滑に観覧できるよう配慮している。                                       

（２） 学校行事における生徒支援活動 

ＰＴＡが生徒の活動に対して直接支援を行う学校行事は文化祭と長距離大会となっている。文 

化祭では、ＰＴＡ本部によるスクールキャラクター柄の煎餅販売を、総務委員会ではＰＴＡ企画と 

して駄菓子の販売などを行い、純利益を生徒会に還元する活動に取り組んでいる。長距離大会では 

学年委員会を中心に、コース上に３か所設置された給水所にて生徒たちに対する給水支援に取り組 

むとともに、完走を目指す生徒たちにあたたかい声援をおくっている。  

（３） 保護者自身の研修 

生徒たちの学校生活を力強く支え、生徒のより良い未来を実現するために、保護者自身の研修活 

動の場として、進路委員会が中心となってＰＴＡ大学バス見学会を企画立案及び運営している。例 

年理系・文系ごとにバス１台を確保し、午前・午後と２校の大学を訪問することで、保護者目線で 

学生生活の様子を確認するとともに、入試情報などの収集に取り組んでいる。 

 また、ＰＴＡの組織活動全体に係る研修の場として、関東大会や全国大会への参加に加え、県高 

Ｐ連が主催する研修会へも本部役員を中心とした代表者が積極的に参加し、本部会や理事会で報告 

をするなど、本校ＰＴＡ組織の活動等のブラッシュアップに努めている。 

（４） ＰＴＡ広報誌「南の風」の発行 

広報委員会が中心となって学校行事などの取材や部活動の大会結果などの情報収集、教職員か 

らのメッセージの収集などを行い、年２回（１２月と３月）ＰＴＡ広報誌「南の風」を発行してい 

る。１２月号は主に学校行事の特集、３月号は卒業記念号となっている。 

（５） 各種会議の運営 

本部会や理事会は基本的にＰＴＡ・後援会会長を中心に本部役員がその都度役割を分担して運 

営されている。各会議は学校からの要望や依頼への対応の他、各組織内での懸案事項や各種行事へ 

の対応などについて積極的に議論されるとともに、可能な限り短時間で終了し、時間的な負担を軽 

減できるよう配慮している。 

 専門委員会及び学年委員会は、基本的に理事会の開催に合わせて同日に実施され、各委員長を中 

心に懸案事項について議論するとともに情報の共有を図り、円滑なＰＴＡ活動につなげている。 

 

５ おわりに 

 近年、義務教育諸学校を中心に、ＰＴＡ非加入問題やＰＴＡ不要論など、ＰＴＡ活動の存続そのもの

に対する逆風が強くなっている現状がある。そうした中で、本校は現在まで加入率１００％を維持して

いるが、今後はそうした思想を持った保護者にどのように対応していくかが大きな課題となっている。 

一方で、本校ＰＴＡは、会長を中心に「無理のない範囲で対応できる人が対応する」ことを大切にし

ており、多くの保護者の皆さまに積極的にＰＴＡ活動に参画していただいている。こうして学校とＰＴ

Ａ組織が協力しながら生徒たちの支援に取り組めているからこそ、今後は、より多くの保護者の皆さま

が参画しやすい持続可能なＰＴＡ組織づくりに取り組んでいきたい。 
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高校教育専門委員会 

 

～ 坂戸高校 高校教育におけるＰＴＡの役割と未来志向の活動へ向けて ～ 

 

埼玉県立坂戸高等学校ＰＴＡ会長 近藤 涼 

 

1. 坂戸高校の概要 

本校は昭和 46 年の創立以来 55 年目を迎え、県西部・入間地域における全日制共学の中核的

進学校として、地域の期待に応えて教育成果をあげてきました。 

少子化が急速に進行する中、本校は各学年に普通科８クラス、

外国語科１クラスの、定員３６０人を維持する大規模校です。 

予測困難で変化のスピードが加速する現代。本校では特色

ある教育活動を通じて、生徒が未来をしなやかに生き抜く底力

となる「自立力」を育成します。 

 

2. 坂戸高校の特色 

1) 土曜授業なしで年間 34 単位 「自学の坂戸」  

     本校最大の特色は、土曜授業なし、４５分×７コマ授業×週５日で年間３４単位を履修する教育

課程です。年間３４単位ということは、標準的な５０分×６コマ授業で年間３０単位の学校と比べて、

３年間で１２単位多く履修するということです。これは大きな強みです。標準的な科目に加えて、

より深く高精度な科目を選択し、大学進学などに向けた実践的な学習を授業時間内に行うことが

できます。 

     充実した教育課程をベースに、本校は「自学の文化」を標榜し、生徒に奨励しています。朝も放

課後も自習室は自学にいそしむ生徒でいっぱいです。大学受験において、さらに、その先の未来

を自立して生き抜くことにおいて、本当に必要なのは自ら学ぶ力です。 

2) 外国語科を併設 「国際理解教育の坂戸」 

     本校は普通科と外国語科を併設しており、外国語科では英語の科目を３年間で２５または２７

単位履修します。英語漬けで集中特訓する English Seminar、視野をグローバルに広げる

Global Seminar といった学科独自の行事も行いながら、国際感覚豊かな人材を育成します。 

日常の授業から、英語でのプレゼン、ディスカッション、ディベートなどをさかんに行い、徹底して

英語でのコミュニケーション能力を鍛えます。３年生では全員が英語で Graduation 

Theses(卒業論文)を作成し、発表を行います。 

また、２・３学年では第二外国語を２単位ずつ履修します。第二外国語は中国語・スペイン語・ドイ

ツ語・フランス語からの選択です。令和６年度には、大学主催の高校生スペイン語スピーチコンテ

ストで最優秀賞を受賞するなど、目覚ましい成果を上げ

ています。 

夏季休業中に実施するオーストラリア研修は、外国語    

科・普通科相乗りの一大行事です。参加生徒は、ホーム

ステイしながら現地の高校で語学研修と交流を行い、

かけがえのない体験と感動を得て帰ってきます。 

 

 オーストラリア研修の様子 
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3) 地域課題も、ＳＤＧｓも、自然科学も 「探究の坂戸」 

  本校は「県立高校学際的な学び推進事業」の指定校で、本格的に、教科横断的かつ探究的な学

びを実践しています。探究課題は、「お仕着せ」型ではなく、地域課題あり、ＳＤＧｓあり、自然科学

あり。個々の関心に応じて自ら立てた問いを深掘りする探究に取り組みます。県予算だけでなく

民間の助成金を積極的に獲得しながら、地域や大学などから多様な外部講師をお招きし、生徒

の探究をバックアップしています。 

4) ハイレベルな進路実績 「進学の坂戸」 

進路先はおよそ９割が現役での四年制大学進学です。令和６年度卒業生を例にとると、国公

立大１５名、GMARCH５２名現役合格など、ハイレベルな実績を上げています。自ら高い目標を

掲げて頑張りぬく生徒を手厚くバックアップしています。 

5) スポーツ、芸術、科学など多彩な分野で生徒が活躍 「文武の坂戸」 

   １８の運動部と１４の文化部があり、活発に活動しています。今年度９月時点で、既に１０以上

の運動部が県大会以上に勝ち進んでいます。ダンス部は夏の主要な全国大会２つに出場しまし

た。文化部は、「勝敗」とは異なる価値観で高みを目指していますが、ギター部、美術部が全国総

文祭（香川）に出場・出品するなど、目覚ましい成果を上

げています。科学部は日本学生科学賞や総文祭の全国

大会常連です。またダンス部をはじめ、多くの部が地域

行事に出演し、喜んでいただいています。「文武」とも

に、生徒たちがそれぞれの適性を思い切り伸ばして活

躍しています。 

 

3. 本校のＰＴＡ・後援会組織と概要 

本校のＰＴＡは本部理事と各種委員会、監事などによって構成されており、それらの代表によっ

て開催されている本部会が主な意思決定機関です。また、後援会が設置されており、ＰＴＡと同メ

ンバーによる運営と意思決定がなされていることから、実質的に同じ組織として機能しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それぞれの事業や役割と構成人数は下記の通りです。 

本 部 理 事 ２２名 方針の検討と決定（予算、事業計画、会則改定など）、研修への参加 

広報委員会 ２４名 広報誌「さかこう」の発行（年２回） 

学年委員会 １８名 講習会と研修旅行の開催、卒業記念品の贈呈 

指導委員会 ２２名 子どもの進学を考える会の開催（年２回）、ロードレース大会サポート 

監 事 ９名 会計監査 

後援会役員 ９名 予算の策定や執行、研修への参加 

本部理事（ＰＴＡ会長・副会長を含む） 

理事（広報委員会、学年委員会、指導委員会） 

監事、幹事、顧問、校内理事 

後援会役員 

総
会 

本
部
会 

令和 7 年度総会の様子 

ダンス部全国大会出場の様子 
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（参考） マンスリーレポート、月度支出報告 
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２） ＰＴＡ組織維持への危機感とあるべき姿 

昨今のＰＴＡに対するネガティブな印象や、小中学校で消滅しつつある現状に関し、本校では

危機意識を持って活動しています。近隣高校のＰＴＡからは、役員の担い手がいない、非会員が

増えている、教員との関係がうまくいっていないなどの声も聞こえてきます。こうした中、ＰＴＡ

廃止や任意入会制への保護者の要望も散見されます。 

また会費の支出について、公費私費の混在についても課題認識が広がっていると感じていま

す。本校の後援会支出においても、教材やコピー用紙など消耗品購入、学校設備の補修、冷房機

器のリースや電気代、修学旅行や部活引率の教員旅費など本来公費負担とすべきものが多く、

学校教育法や地方財政法に抵触する可能性を危惧しています。 

その一方で、小中学校と異なり、これら多額の資金支援が学校経営を支えている現状を踏ま

えると、予算確保と運用のためには組織化と全員参画が必要であると判断しています。そのた

めに必要なのは保護者がポジティブに評価し、参加したいと思われる組織になることです。 

 

 

 

 

 
３） 新しい時代、未来志向型のＰＴＡとは 

この状況について私たちは本校内だけでなく、ＯＢ、他校ＰＴＡ、教育局、県議会議員など様々

な立場の方と議論してきましたが解決方法は見出せませんでした。特に公費私費の問題につい

ては国政レベルの改革が必要であると認識しています。 

一方で限られた時間の中、子どもたちや教育現場のために、何ができるかを考え、行動に移す

ことが重要であると考えます。いたずらに変化を求めたり、杓子定規で表面的な改革を進める

より、まず事実や本質を知り理解した上で、出来ることから始めていくべきです。 

また公的教育は行政の「公助」が基本ですが、すべては充足できません。保護者や教員自身に

よる「自助」、関係者が共に協力する「共助」があって初めて成り立ちます。その上で、子どもたち

のために、今取組むべきことへ正面から向き合う未来志向の組織でありたいと思います。 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

多様で不確実な現代では、答えが出せない状況に耐えながらも前に進む「ネガティブケイパビリ

ティ」が重要であると言われています。そのような時間がかかる改革も、声をあげ、時間をかける

ことで実現できると思います。それには単位ＰＴＡでは限界があり、多くの声をまとめ行政と議論

する力が必要です。その意味で高Ｐ連の存在はこれからもますます重要になると考えています。 

坂戸高校のＰＴＡ・後援会は、保護者・教職員が共に考え、行動する素晴らしい風土が誇りです。

これからも大人たちが難題に挑戦する姿を子どもたちに見せていたいと思います。 

以上 

会費・組織が学校経営を支えている 

ＰＴＡ・後援会は任意参加の原則 ＰＴＡへのネガティブ評価の払拭 

保護者全員による公平負担が必要 

自助 公助 共助 

学校経営に不可欠なのは保護者のポジティブな評価 
【キーワード】 楽しさ、やりがい、透明性 

すべての問題をすぐに解決できない現実 

この状況に耐える力 
↓ 

ネガティブケイパビリティ 事実を知り、正しく理解すること 
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正門から

学校教育とＰＴＡ

～上尾高校におけるＰＴＡ活動～

埼玉県立上尾高等学校ＰＴＡ会長 小野里 瑞枝

１ はじめに

⑴ 本校の概要
本校は、昭和３３年４月に上尾・桶川・伊奈共立上尾商業高等

学校として開校し、昭和３５年４月に県立移管が行われました。
さらに昭和３６年には定時制課程が設置され、本年度で創立６８
年目を迎える伝統校です。全日制は普通科（１学年６クラス）と
商業科（１学年３クラス）があり、定時制（普通科）を含めると、
県内有数の大規模校となっています。これまで全定あわせて２万
６６１４人の卒業生を輩出し、国家公務員、市役所や消防・警察などの地方公務員、税理士や民間企業
など様々な分野で活躍しています。
生徒の半数は近隣地域（上尾市・桶川市・伊奈町・北本市）から通っていますが、高崎線「北上尾駅」

駅前という立地に恵まれていることもあり、川越市などの県西部や、越谷市などの県東部など遠方から
通う生徒もおり、通学地域は比較的広域となっています。
本校の生徒は、真面目で明るく、気持ちの優しい生徒が多く、「文武不岐（ぶんぶわかたず）」「自主自

律（じしゅじりつ）」の校訓のもと、勉強・部活動・学校行事に全力で取り組んでいるため、校内には生
徒たちの活気が満ちあふれています。
学習においては、一人１台端末を有効に活用し、効果的な授業展開と生徒の学習支援を行っています。

文化祭や体育祭、競技会などの学校行事では生徒会や委員会の生徒が中心となり企画や運営を行い、ク
ラスがまとまりとても盛り上がる行事となっています。

⑵ 部活動
本校は、部活加入率も高く、９割を超える生徒が、部活動（運動部１５団体、文化部１１団体、同好

会５団体）もしくは生徒会に所属し、様々な場面で活躍しています。陸上競技部とワンダーフォーゲル
部の２年連続（ ・ ）インターハイ出場をはじめ、簿記同好
会、写真部、筝曲部が全国大会に出場し、男子バレー部、男子
ソフトテニス部が関東大会に出場を果たしています。他にも
多くの部活が県大会に出場するなど、活発に活動しています。

― 10 ― ― 11 ―



⑶ 進路状況
進路状況はグラフにある通り、普通科は進学者が多く、約８０％が大

学に進学しており、そのうち約６割が一般入試で進学しています。商業
科は普通科と比べると専門学校に進学する生徒や公務員になる生徒の
割合が高く、民間就職する生徒もいますが、県内の商業科の中では進学
者が多いのが特徴となっています。

普通科進路状況 商業科進路状況

主な進路先：埼玉大学、埼玉県立大学、群馬大学、宇都宮大学、慶応義塾大学、明治大学、
青山学院大学、中央大学、法政大学、学習院大学、武蔵大学、日本大学、
東洋大学、日本体育大学、国家公務員、地方公務員、民間企業など

２ 本校のＰＴＡ活動

⑴ ＰＴＡの組織
本校のＰＴＡ組織は、全校生徒 名（令和７年４月当初）の保護者及び教職員を加えて、 名

の会員が所属する中、会長、副会長（ 名）、常任理事（ 名）、幹事（ 名）、監事（ 名）の 名の
本部役員と、各クラス 名の学年理事と渉外部の教職員が中心となり運営を行っています。
４つの専門委員会と、各学年委員会を設け、それぞれが以下のように分担して取り組んでいます。

○生徒指導委員会 ：生徒の安全指導に関する事項
○進路指導委員会 ：進路指導に関する事項
○施設保健委員会 ：学校施設・保健に関する事項
○広 報 委 員 会 ：学校広報に関する事項
〇学 年 委 員 会 ：学年行事に関する事項

⑵ ＰＴＡの年間計画
保護者と教職員が協力して生徒の福祉を推進するとともに本校教育の充実振興に寄与することを

目的に、令和 年度は以下の計画で活動を行っています。
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主な進路先：埼玉大学、埼玉県立大学、群馬大学、宇都宮大学、慶応義塾大学、明治大学、
青山学院大学、中央大学、法政大学、学習院大学、武蔵大学、日本大学、
東洋大学、日本体育大学、国家公務員、地方公務員、民間企業など

２ 本校のＰＴＡ活動

⑴ ＰＴＡの組織
本校のＰＴＡ組織は、全校生徒 名（令和７年４月当初）の保護者及び教職員を加えて、 名

の会員が所属する中、会長、副会長（ 名）、常任理事（ 名）、幹事（ 名）、監事（ 名）の 名の
本部役員と、各クラス 名の学年理事と渉外部の教職員が中心となり運営を行っています。
４つの専門委員会と、各学年委員会を設け、それぞれが以下のように分担して取り組んでいます。

○生徒指導委員会 ：生徒の安全指導に関する事項
○進路指導委員会 ：進路指導に関する事項
○施設保健委員会 ：学校施設・保健に関する事項
○広 報 委 員 会 ：学校広報に関する事項
〇学 年 委 員 会 ：学年行事に関する事項

⑵ ＰＴＡの年間計画
保護者と教職員が協力して生徒の福祉を推進するとともに本校教育の充実振興に寄与することを

目的に、令和 年度は以下の計画で活動を行っています。

⑶ 専門委員会および学年委員会
① 生徒指導委員会

月１８日（金）生徒の下校時間に合わせて「夏の挨拶運動」
を実施しました。明るく挨拶をしてくれる生徒が多く、交通ルー
ルを守って下校する様子が見られました。
９月５日（金）６日（土）は文化祭の巡回を行いました。生徒

の安全を確認しながら、生徒が楽しく文化祭に取り組む姿が見ら
れました。

② 進路指導委員会
１０月１８日（土）本校視聴覚室にてＰＴＡ進路講演会を実施しました。「ＡＩ時代における

入試方法の変化と大学入試のしくみ」と題し、大学受験予備校で長年進路指導に携わった経験
を持つ大塚慎也氏にご講演をいただきました。我々保護者にとって入試の現状などを知る良い
機会となりました。

月 日 会合等名称

　　 入学式

 　　新旧理事会①

　　 専門委員会・学年委員会    新役員選出・総会について

 　　会計監査    今年度活動計画

   今年度事業計画・予算案編成

   総会について

　　 総会    昨年度本部活動報告・決算報告

   今年度役員選出

   今年度本部活動計画案・予算案

   専門・学年委員会活動報告

　　 保護者対象進路説明会

　　 歓送迎会

2～6 　　 面談週間 　バザー提供品収集

 　　理事会②    PTA・後援会総会の反省

5～6  　　文化祭    バザー実施　(6日)

     理事会③

 　　体育祭

 　　進路講演会

　　 授業参観・クラス懇談会

 　　理事会④    文化祭バザー・進路講演会の反省等

 　　理事会⑤    今年度の反省等・役員の選考・当面の日程

   卒業を祝う会について

　　 役員選考会    新年度の本部役員選出について

   卒業を祝う会

　　 入学許可候補者説明会    会則の説明・学年委員等の選出

内容

令令和和７７年年度度　　　　PPTTAA・・後後援援会会　　本本部部活活動動計計画画

　　 卒業式
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③ 施設保健委員会
５月２８日（水）学校施設見学会及び食堂試食会を実施しま

した。生徒の充実した学校生活を支援するため、各施設の改善
や生徒の健康管理等について情報共有を行いました。

④ 広報委員会
年２回のＰＴＡ広報誌（松籟ＳＹＯＵＲＡＩ）を発行するた

め、先生方からのメッセージや教職員の写真をまとめたり、文
化祭や体育祭の様子を写真撮影したりし、学校の様子を多くの
保護者に知ってもらえるように取り組んでいます。

⑤ 学年委員会
月 日（木）１学年ではクラス懇談会を実施し、日頃の学

校での様子などを共有します。 学年では修学旅行の保護者向け
事前説明会を実施します。
その他、文化祭でのバザー販売などを行い、教育活動の充実に向けて売上金を生徒会に寄付す

るなどの活動をしています。

⑷ その他
① 関東地区高等学校ＰＴＡ連合会大会 埼玉大会への参加
② 全国高等学校ＰＴＡ連合会大会 三重大会への参加
上記大会などを通して、他校の実践事例などを知ることができました。

３ おわりに

社会の変化や家庭の状況などもあって、ＰＴＡ活動に対する会員の意識を維持していくことは難しく
なってきている学校が多くなってきています。
様々な課題があるものの、生徒の学校生活をより充実させていくために、ＰＴＡ組織はなくてはなら

ない存在です。どのような形で活動していくのがよいのか、他校の先進的な取組などを参考にしながら、
本校の特色を生かしながらＰＴＡ活動をより良いものにしていきたいと考えています。
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高高  校校  教教  育育  とと  ＰＰ  ＴＴ  ＡＡ  

                                                     

埼埼玉玉県県立立熊熊谷谷高高等等学学校校  

                                                    ＰＰＴＴＡＡ会会長長  浅浅見見  禄禄郎郎 

 

１１  ははじじめめにに  

熊谷高校は、１８９５年（明治２８年）、埼玉県第二尋

常中学校として創立し、今年で創立１３０年目を迎える

学校である。 

 現在、全日制課程には、第１年次から第３年次まで各

８クラス、合計９５０名の生徒が在籍しており、ほぼす

べての生徒が大学への進学を希望している。卒業生は、

日本や世界のリーダーとして、様々な分野で活躍してい

る。また、定時制課程には、第１学年から第４学年まで４７名の生

徒が在籍している。 

平成２８年から、進学型単位制を導入し、幅広い科目選択や少人

数指導の授業が可能となっている。受験に必要な科目が充実してい

るだけではなく、すべての教科をバランスよく学習するための教育

課程となっている。 

部活動については、１９の運動部、１１の文化部、６の愛好会

があり、９割以上の生徒が部活動や愛好会に所属している。毎

年、複数の部活動が、関東大会、全国大会に出場するなど、部活

動も盛んである。 

また、平成７年に、ニュージーランドのサウスランドボーイズハイスクール（Ｓ

ＢＨＳ）と兄弟校の提携を結び、夏季休業等を活用して、隔年で交互に短期留学を

行って、親睦を深めている。 

本校では、校訓として「質実剛健」「文武両道」「自由と

自治」の３つを掲げ、「授業、部活動、学校行事」など、何

事にも仲間と切磋琢磨しながら全力で取り組んでいる。そ

して、学校行事や部活動の壮行会の際など、様々な場面で

校歌を歌う機会が非常に多い。歌う際は、仲間と肩を組ん

で歌う。この校歌は、卒業して何十年経っても、いまだに

歌うことできる、という卒業生が多く、時代を超えて、校

歌が卒業生同士を結んでいる。 

 

【開校式当日の校舎】 

【現在の校舎】 

【校歌(山田耕筰作曲)】 
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2 

 

その他、学校行事も盛んで、４０キロハイク、臨海学校、４泊５日の修学旅行、

ラグビー大会やバレーボール大会を始めとした各種スポーツ大会など、実に多種多

様な行事を実施している。それらすべてを、生徒自身が企画、立案、実行している

点も特徴的である。 

このように、多彩な経験を重ねることで、協調性やリーダシップを育むととも

に、仲間ともに努力する喜びや達成感を得ることで豊かな人間性を育み、将来の日

本や世界を支えるたくましい人材の育成を目指している。 

  

  

２２  ＰＰＴＴＡＡのの組組織織ににつついいてて 

（１）本部役員 

令和７年度の熊谷高校ＰＴＡ本部は、会長 1 名、副会長１１名、監事３名、理

事１３名、幹事６名で構成されている。「ＰＴＡ・後援会総会」を５月に開催、「Ｐ

ＴＡ・後援会理事会」を年間５回開催し、ＰＴＡ活動に係る協議及び情報共有を

行っている。理事会の中に「総務委員会」が設置されており、事業計画案及び予

算案を作成し、総会または理事会の議決を経て、事業計画を実施している。 

その他、「広報委員会」「図書館活用委員会」が設置され、活動している。具体的

な活動は、以下「３ ＰＴＡの活動について」で示す。 

（２）支部ＰＴＡ 

  熊谷高校ＰＴＡには、以下９支部があり、それぞれ多彩な活動を行っている。

支部長は、本部の理事を兼ねている。 

各支部では、５月のＰＴＡ後援会・総会に向けて、４月に支部総会を開催し、各

支部の活動計画や予算等について話し合っている。 

①熊谷  ②行田・羽生  ③深谷     ④本庄  ⑤寄居 

⑥江南  ⑦鴻巣・北本  ⑧上尾・桶川  ⑨秩父 

 

 

 

 

 

 

【４０キロハイク】 【臨海学校】 【修学旅行】 【バレーボール大会】 
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【４０キロハイク】 【臨海学校】 【修学旅行】 【バレーボール大会】 
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３３  ＰＰＴＴＡＡのの活活動動ににつついいてて 

（１）学校行事への協力及び参加（４０キロハイクでの給水、文化祭等） 

熊谷高校の「４０キロハイク」は、昭和５０年(1975)年、

戦前に熊谷～秩父間で行われていた「剛健行軍」を再現し、

第１回が実施された。現在は、熊谷荒川堤から上長瀞駅ま

での４０キロを踏破する伝統行事である。５月の秩父路を

駆ける熊高の風物詩である。５月とは言え、気温は

高く、距離も長いため、水分の補給は欠かせない。

そのため、江南・寄居・秩父各支部の協力を得て、

３箇所に給水ポイントを設けて、生徒を支援している。また、スタート地点であ

る熊谷荒川堤付近では、生徒と一般の方々とが交錯するため、熊谷支部が交通整

理を実施している。 

その他、熊谷支部が中心となり、毎年文化祭「熊高祭」に参

加している。今年は、学校行事の写真展示、熊高の焼印が入っ

た菓子の販売、歴代の「熊高ＰＴＡ新聞」の閲覧などを行い、

学校の雰囲気を感じてもらう機会を提供した。 

（２）広報委員会 

４０キロハイクや文化祭、体育祭などの学校行事を取材し、

編集会議を経て原稿を仕上げ、「熊高ＰＴＡ新聞」を年３回

（７月、１２月、３月）発行し、全校生徒に配付している。 

（３）図書館活用委員会 

主たる活動は、①放課後の延長開館のサポート、②土曜日

の一般開放（年間２５回）、③ＰＴＡ会員対象の教養講座の

実施（１２月）である。昨年の教養講座では、「姿勢と呼吸

～ヒト本来の機能を見直す」と題し、背中のコリや浅い呼

吸が引き起こす体の不調や睡眠改善について学んだ。毎年、

多くの会員が参加し、大盛況である。 

（４）進路講演会 

大学入試制度等について、予備校講師に話してもらい、Webサイトで限定配信し

ている。保護者自身の都合に合わせて閲覧することができるため、大変好評であ

る。 

（５）生き生き仕事人 

キャリア教育の一環として、各界で活躍している卒業生

を招き、講演会を実施し、生徒の進路選択の一助としてい

る。各支部ＰＴＡから講師を推薦してもらい、１年次を対

象として毎年１１月に実施している。昨年は、４人の講師

を招いて、講演会とパネルディスカッションを実施した。 

【４０キロハイクでの給水】 

【熊高ＰＴＡ新聞】 

【生き生き仕事人】 

【教養講座】 
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４４  各各支支部部ＰＰＴＴＡＡのの活活動動ににつついいてて  

 熊谷高校には、９つの支部ＰＴＡがあり、支部単位での活動を盛んに行っている。

各支部において、大学見学等の研修を行い、家庭での教育に役立てている。保護者が

実際に大学等に赴くことで、大学への理解を深めることには大きな意義がある。 

 今年度の各支部の活動については、以下のとおり計画している。 

①熊谷……支部総会、文化祭への参加 

②行田・羽生……支部総会、卒業生を招いた進路講演会 

③深谷……支部総会、大学への研修旅行 

④本庄……支部総会、進路講演会、長瀞１０キロハイク 

⑤寄居……支部総会、大学への研修旅行、４０キロハイク給水支援 

⑥江南……支部総会、４０キロハイク給水支援 

⑦鴻巣・北本……支部総会、進路講演会 

⑧上尾・桶川……支部総会、本校支部担当教諭による進路講演会 

⑨秩父……支部総会、４０キロハイク給水支援、秩父支部だより「かわら版」の発

行（年２回）、本校支部担当教諭による進路講演会、大学への研修旅行 

 

  

５５  終終わわりりにに  

 教育は、家庭教育と学校教育が両輪である。その点で、ＰＴＡ活動は両者を繋ぐ重

要な役割を果たしていると言える。熊谷高校のＰＴＡ活動は、保護者の方々に熊谷高

校を理解してもらうよい機会である。また、ＰＴＡ活動を通じて、生徒と保護者が体

験を共有し、それについて語り合うことは、家庭での教育にも大きな効果がある。実

際、ＰＴＡ活動に参加することで、「子どもとの会話のきっかけになった。」「学校の活

動を詳しく知ることができた。」など、多くの声が寄せられている。 

 熊谷高校は、その歴史と伝統を大事にしながらも、新たな時代において、更なる飛

躍を遂げようとしている。その実現には、学校と保護者の連携が欠かせない。これか

らも、ＰＴＡ、地域、学校が一体となり、熊谷高校の新たな歴史を紡ぎ、時代に挑戦

していきたい。 

 

【各支部総会の様子】 
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